






29

2006/8/9 〜 8/18　青蔵鉄道で拉薩、そして明
永氷河へ
　2006 年 7 月に西寧拉薩間を結ぶ青蔵鉄道が
開通した。これは乗らずばなるまい、そして明
永へお参りに行こうと笹谷さんから誘っていた
だいた。メンバーは、斎藤惇生さん、酒井敏明
さん、笹谷夫妻、上尾庄一郎さん、田中昌二郎
の 6名である。
　ニュースレターNo.41（April 2007）に『青
海から西蔵、雲南の旅の報告　青蔵鉄道乗車記』
として斎藤惇生さんの詳しい報告がある。
8/10　西寧駅 20：07 発ラサ行きの濃い緑色の
車体に、拉薩―西寧と書いたプレートが眩しい。
何せチベット高原を走る列車で拉薩へ入れると
いうので大人気で、中国各地から観光客が押し
寄せ、ついに切符は抽選販売となり、西寧の喬
さんが頑張ってくれたが、硬車寝台の車両も違
うバラバラの席となった。そのため、北方民族
だろうか両親、息子、娘も皆が 1m80 以上の痩
身 4人家族や、上海から来たという母と息子な
どと、片言の英語で膝を突き合わせた旅を経験
できた（写真 4）。
8/11　朝、ゴルムドで長時間停車休憩。朝の
ホームに降りてカップラーメンを食べる。ここ
から南へ向きを変えて、唐古拉山口（峠）を越
え拉薩へ向かう。食堂車の予約も混み合い、笹
谷さんに奮闘してもらった。真っ暗になってラ
サ駅に着く。念願の拉薩入城である。
　翌日から二日間かけてラサ市内のノルブリン
カ、パルコル、ジョカン寺など参観し、チベッ
ト文化に触れることが出来た。中国登山協会の
重鎮の訪問があり、斎藤Yさんと旧交を温め
る小宴があり、陪席させてもらった。ベベさん
の配慮だろうか。
　14 日になってやっとポタラ宮殿参観の予約
がとれた。城なのか仏殿なのか。見学者が多い
ので残念ながら一時間で退出させられる（写真
5）。
8/15　ラサ空港からシャングリラ（旧名　中
甸）へ飛び、4輪駆動車 2台に分乗し明永村に
入り、新しく出来たホテルに泊まる。
　翌日は　馬に乗り明永氷河展望台にて 17 人
を追悼する（写真 6）。帰途、森の中でチャシ
村長に出会う。斎藤Yさんがチャシ村長の多
年の配慮に感謝の挨拶をされ、記念写真を撮る
（写真 7）。念願の拉薩に入りポタラ宮も参観で

き、先輩方の謦咳に接することができた得がた
い旅だった。

写真 4　青蔵鉄道車中にて。左から笹谷、斎藤、酒井。

写真 5　ポタラ宮前にて。左から酒井、斎藤、上尾、笹谷、
田中昌。

写真6　明永氷河にて追悼（2006.8.16）。左から田中昌、
酒井、斎藤、笹谷夫妻、上尾。
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2006.10.09 〜 10.29　雲南・東蔵考察団
　明永氷河にお参りをして、先に雲南に調査研
究に入っている医学隊と合流して川蔵公路を辿
り、各地の名峰や氷河地帯を見物して拉薩へ入
ろうという計画である。
　笹谷さん計画総指揮のもと、寺本巌さん、原
田道雄さん、福本昌弘さん、松井千秋さん、伊
藤寿男さん、医学隊の松林公蔵さん、奥宮清人
さん、石根昌幸さん、木村秀生さんと田中昌二
郎の総勢 11 名の大部隊となり、ガイドはやは
り郭建文さんである。

笹谷さんから団員への連絡メールが残っている。
「べべです（略）
車は五台　内二台は　医学隊四人と荷物用です
　　予定では　全員が二十一日にラサ入りしま
す　　ラサ見物は　手配しますが　観光客殺到
のため　ポタラ宮の入場は　当日まで不明です
　　航空券の確認は来週中にできるとおもいま
す　　ラサからの切符は　入蔵許可証とセット
ですので　単独での手配は難しいです　　また
　言葉の問題で　ラサまでは　全員同じ行動を
する必要があります　　途中の地区の通過に非
常に厳しく許可証を要求する所がありますので
　別行動はできません　　武装警察　公安　解
放軍　外交部から四枚の許可証がいります　　
これだけ揃えないと即時退去です（中略）　　
雲南北部には　丸投げ出来るような旅行社がな
く　昆明の大手に頼むと　高いうえに　自由が
ききませんので　毎日郭さんと電話とファック

スで交渉してます　　ラサは　また　ラサ地場
の旅行社に依頼するという法律があり　別途交
渉中です
　いまの　状況はこのようです
なにか　問い合わせがあれば　また連絡してく
ださい� べべ」
　難しい手配をしてもらっていたのだ。

　かくして笹谷さんの幾多の交渉、手配の結果、
雲南・東蔵考察団が出来上がった。
10/9　昆明経由　香格里拉（中甸）へ。明永
氷河にお参りして（写真 8）。飛来寺に戻り医
学隊と合流、メコン川沿いに北上して川蔵公路
を拉薩に入る。拉薩観光の後、拉薩の南の川南、
沢当観光して帰国する。見どころ満載の旅だ。
　笹谷さんはこのルートをすでに踏破されてい
るが、我々にこの素晴らしい景観をとの配慮
だろう。然烏湖畔から拉古村に入り、緩やか
に広がる氷河から屹立するゼ 6127m やゴンヤ
ダ 6423m を眺め、この氷河のスケールの大き
さに圧倒された。更に米推氷河を訪ね、ゲムソ
ング 6450m を仰ぎ見、また波蜜の谷にも入り、
秘境易貢蔵布に入った。樹木が覆いかぶさる泥
濘の道を、時には全員車を降りて車を通し、半
日かけて易貢村へ入ったところ、中国電信のパ
ラボラアンテナ工事をしていて、こんな奥地ま
でと驚いたが、治安、統治上、電信網を張り巡
らせているのだろう。魯朗の高原を越え、セチ・
ラに上がり、ナムチェバロワとギャラペリを遠
望し、八松措に入る。湖畔から氷雪を頂いた怪

写真 7　明永の森でチャシ村長と。左から酒井、田中昌、
チャシ村長、斎藤、笹谷夫妻、上尾。

写 真 8　 東 蔵 考 察 団　 明 永 氷 河 に お 参 り す る
（2006.10.11）。左から伊藤、松井、福本、笹谷、
寺本、田中、原田。
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追悼　笹谷ベベちゃん
能田　成

　突如として降って湧いたコロナ禍に世界中が
右往左往していた 2020 年 4 月、笹谷ベベちゃ
んは帰らぬ人となった。もうあの包容力のある
温顔に接することは二度とないと思うと、寂寥
感で胸がつまる想いである。
　ベベちゃんが京大へ入学したのは1957年で、
その前年 56 年はマナスル初登頂を多くの人々
が祝福し、そして南極観測隊が出発した年でも
あった。またチョゴリザ登頂は翌 58 年のこと
であったから、ベベちゃんが在籍したその頃の
京大山岳部の活動は大きな高揚期にあった。
　卒業後のベベちゃんは自ら起業した会社経営
にあたられた。と同時に後輩も含めた山岳部の
仲間たちへの変わらぬ思いを私達は決して忘れ
ることはない。特に、ベベちゃんを中心とした
仲間たちの貢献なしには、笹ヶ峰ヒュッテの再
建はあり得なかったと言えるだろう。そして、
あの素晴らしい雰囲気での音楽会、ワインと語
らいの時。音楽会を主宰された原剛、世津子さ
んご夫妻に次いで、ベベちゃんまでもが帰らぬ
人となってしまったけれど、笹ヶ峰音楽祭の楽
しい思い出は私の宝物である。
　音楽のことで私はベベちゃんに大変お世話に
なったことがある。2015 年 12 月に京都ミュー
ズ主催のベートヴェン「第九」演奏会の合唱に
参加したとき、ベベちゃんが声をかけて関西在
住の山岳部OBが 10 数名も演奏会を聴きに来
てくれた。そのおかげで私はチケット売り上げ

ランキングの上位に入り、賞品に指揮者・広上
淳一氏やソリストたちのサイン入りの色紙を
貰った。そして慰労の会を催してくださったの
だ。こうしたさりげない思いやりを、他の多く
の後輩たちも受けてきたのだ。
　その半年後、私は同じミューズ主催のヴェル
ディ「レクイエム」にも参加した。この曲は第
九よりも長くコーラスの出番も多く、練習もき
つかったけれど、きれいな曲がたくさんあって、
それだけに演奏会が待ち遠しかった。ところが、
本番当日の朝にベベちゃん宅のネコたちが集団
脱走するという事件が起こった。そのためにレ
クイエムを聴いていただくことができなかった
のは、今も大きな心残りである。それから 4年
後、まさかもう一度、本当に鎮魂歌を歌うこと
になろうとは。
・・・登山におけるパイオニアワークも既に色
あせたコピーに過ぎないのか。夜の更けるのも
忘れて語り合った「山への想い」も今では擦
り切れた SPレコードの唄う挽歌に聞こえる。
笹ヶ峰ヒュッテでの楽の調べとワインとさんざ
めきの想い出を胸に、椿姫第 3幕でヴィオレッ
タが「さようなら、過ぎた日の美しい喜びの夢
よ」を歌うように最終章が近づいて来るとすれ
ば、いささか悲しい。もう少し毅然と第 4楽章
のコーダを奏でて最後にしたいものだ。その時
には、べべちゃん、私も日本酒と鮒寿司を持参
して伺います。

奇な峰が望める。更に湖の奥の措果村までまた
また悪路を行き、豪快な山々の展望を楽しむ。
そして拉薩観光、沢当地区古寺を拝観し、チベッ
ト王朝発祥の地・蔵王墓にも参ってポタラ宮に
も参り、満腹満々腹の旅だった。
　帰国後、京都市内の料亭で反省会を開き、こ
の旅の思い出を語り、感激した山々への再訪の
プランなどを話し合った。べべさんも、あの易
貢蔵布を遡って尼屋、嘉黎から川蔵北路へ出る
未踏のルートを行けないか、誰かやってくれん
かと思っておられることは分かっていながら実
現することが出来ず、忸怩たる思いでいる。

　その後、病気の治療に専念され、あれほど好
きだったアルコールも止めて節制に努めておら
れると聞いたが、突然の訃報に驚いた。コロナ
禍による長距離移動自粛の最中だったので会葬
者は少なかったが、各地からお供えの花が続々
と届いて、祭壇の周りは供花で埋め尽くされて
いた。選ばれた音楽が流れる中、ご遺骸に献花
しお別れをして祭壇正面のテレビ画面をみる
と、ご結婚当時のご夫婦のモノクロの映像が
あった。大変お世話になりました。楽しい旅を
ありがとうございました。ご冥福を心よりお祈
りいたします。
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　京都に居るころに、なんの会かは忘れました
が赤垣屋で宴会があり、ジョニクロの差し入
れを持ってBBちゃんが途中から参加されたの
が、初対面だったと思います。香港かどこかか
らの帰りのようで、いろいろ商売している先輩
がいるのだと感心しました。1981 年に東京に
転居してから、妙高の原小屋に出入りするよう
になりました。数年後に、BBちゃんが原小屋
の横に小屋を建てるということなりました。こ
の小屋は原さんの 3軒目の山小屋ということ
で、原さんの経験とアイデアが生かされていま
す（因みに、4軒目が笹ヶ峰のヒュッテです）。
この頃は、月に一回ほど、BBちゃん、原さん
と小屋に集合していました。
　妙高に行かない時は、香港、ソウル、バンコ
クに時々出かけていました。当時、格安航空は
なかったので、安い切符を手に入れるには、海
外で購入すればよいと小屋で聞かされました。
それで、HK〜成田〜海外〜成田〜HKという
切符を購入することにしました。その後も香
港にいくたびにチケットを購入していました。
会社終業後、成田を出発し、現地時間 11 時こ
ろに香港に着き、帰路は午後に香港を出れば、
11 時頃には自宅に戻って、翌日は通勤してい
ました。体力があったころです。
　ある時は、BBちゃん、原さんと香港集合で
宴会をして、うまいものをごちそうになったり、
街を案内して貰ったり、昔の香港の話を聞かし
て貰いました。まだ開発中の深圳まで出かけた
りしていました。深圳の一部は建設されている
が、ダンプカーがまだ走っている本当に開発中
でした。まさに中国が経済発達中という時期
です。

　また、ニューヨークに遊び来ないかと誘われ
て、香港まで安い切符を買いに行って、夏休み
にNYの BBちゃんのコンドミニアム集合でし
た。西海岸までは何回か行っていますが、NY
は行く機会が無く、初めてでした。NYは BB
ちゃんのコンドミニアムに泊めてもらいなが
ら、街をあちらこちら歩き回りました。アパー
トはメトロポリタンまで歩いて行けるところに
あって、地元見物には最高の位置でした。NY
には AACKの支部というものがあって、川瀬
さん、酒井さん、BBちゃんが遊んでおられた
ようで、夜の街を案内して貰いました。NYは、
西海岸と異なるアメリカでした。東海岸では東
部 13 州の中心地であったフィラデルフィア、
ボルチモアまで鉄道で脚を伸ばし、昔のアメリ
カの面影を見ました。
　また、BB小屋には、BBちゃんの同期やそ
の前後の先輩達がよく集合していて、スキー、
宴会などよく行われていました。多くの先輩達
が集合するというのは、BBちゃんの人柄によ
るものでしょう。名前は聞いて居たが、これま
で会ったこのない先輩達に小屋で出会えまし
た。彼らは、1960 年代の山岳部黄金期で、卒
業後は高度経済成長を現場で引っ張ってきた世
代です。当時では、それなりの社会的地位を占
めていましたが、昔の学生時代やこれまでの人
生の楽しい話をしていました。私の知らない時
代の世界でした。これらの先輩との付き合いも、
BBちゃんがいたからこそできたのです。さら
に、小屋につられて、私より 10 歳ほど若い後
輩も参加していて、賑やかな小屋でした。いろ
いろな広い世界を見せてもらって、ほんとうに
ありがとうございます。

べべさんからいただいたもの
山田和人

　コロナウィルス感染が拡大して世の中がざわ
つき始めた頃、田中ジローさんから「べべちゃ
ん、亡くなったで」と電話をいただきました。

あれから半年が経ちます。亡くなる 1年前の 4
月、笹谷山荘（べべヒュッテ）のことでお会い
したのが最後でした。ご自宅、堺の近くまでこ

BBちゃんに見せてもらった世界
甲斐邦男
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ちらから行きます、という僕の申し出に「ワシ
まだ歩けるで、梅田まで電車乗っていくがな」
と言われて、杖をつきながら阪急梅田に現れた
ベベさんはお元気そうでした。阪急三番街の喫
茶店で 1時間程お話をしました。「ハラくんが
逝ってしもうて、寂しくてしかたがない」と何
度も繰り返されていました。別れ際に地下鉄ま
でお送りします、と言う僕に向かって「何、言
うてんねん、それぐらい一人で行けるわぃ」と
これまた気丈に振舞われていました。最後まで
弱いところを見せないお姿が今も目に浮かび
ます。
　べべさんとの出会いは、僕が現役学生の時の
旧京大ヒュッテです。いつもハラさんと一緒
に笹ヶ峰に現れ、現役学生にいろいろと差入
れをしてくださるのでした。その時の様子は
AACK Newsletter No.90 に記しています。そ
れからずいぶん経ってから、べべさんが言われ
ていた言葉「京大ヒュッテでゴロゴロしている
若者を釣り上げるのは簡単やった、お前がいち
ばん簡単やったなぁ」と。
　1983 年にべべヒュッテが完成し、この小屋
のおかげで、僕は随分と楽しい、そして贅沢な
時間を過ごさせていただきました。家族を持っ

て子育ての時期、べべヒュッテでの休日は当た
り前のように享受したかけがえのない時間でし
た。キッチンに立つべべさんが「今、美味い肉
食わしたるで」と言うと、大人も子供も飛び上
がって喜びました。そしてベベさん、ハラさん
からは、大人数分の料理、山小屋の維持管理、
そして一人の力でなく色々な人の力をうまく利
用することを教わりました。
　現在、僕は上高地で日本山岳会の山小屋（上
高地山岳研究所）の管理人をやっています。
　妙高高原とは違った自然環境の中に建つ小屋
ですが、べべさんから教わったことが僕の仕事
のベースとなっていることは間違いありませ
ん。この原稿を書いている 10 月中旬、上高地
は秋シーズンを迎えています。べべさんと過ご
した笹ヶ峰の鮮やかな紅葉とは違い、針葉樹林
の中にあるダケカンバやカツラがくすんだ黄色
の葉をハラハラと落としていきます。べべさん
が亡くなられた寂しさと重なります。11 月に
は上高地を閉めますが、「ベベヒュッテのこと、
うまくやってくれ」と三番街で言われたことを
胸に妙高高原に戻って白い季節を過ごしたいと
思います。ご冥福をお祈りいたします。

お世話になりました
横山宏太郎

　笹谷さん、たいへんお世話になりました。まっ
たく月並みだがこの通り、ほかに言いようがな
い。多くの方が追悼文を寄せられ、それぞれに
感謝の言葉がつづられている。編集人としての
立場上、読ませていただいた。せっかくなので、
ほかの方とは少し違ったお世話になり方をお伝
えしよう。
　1977 ー 78 年、ネパールヒマラヤのランタン・
リ偵察隊では、山の偵察だけでなく、登山許可
取得交渉も大事な仕事だった。ネパール観光省
で担当者と折衝することになる。それなら土産
も必要だ。べべちゃんの会社でサリーの布を分
けてもらえ。私としては、サリーは向こうが本
場なのになぜわざわざ日本から持っていくの
か、と不思議に思ったが、向こうでは日本の生
地が人気なのだという。そこで笹谷興業を訪ね

て、こんな次第です、お願いします、というと、
たちどころに 10 枚ほどのサリー用布地を選ん
で渡してくださった。代金を払った記憶はない
ので、偵察隊に寄付していただいたことになる
のだろう。
　偵察を終えてカトマンズにもどってから、街
の南はずれの観光省に自転車で何度も通った。
時にはタクシーも使うが、ふだんの足は貸自転
車だった。最近は大気汚染がひどいカトマンズ
だが、当時はまだ車もそれほど多くはなかった。
　ネパール政府の地図には、ランタン・リは載っ
ていない。地形も不正確だ。交渉は、観光省次
官を相手に、まず山の存在を理解してもらうと
ころから始めた。サリーを誰と誰に差し上げた
か思い出せないが、話を友好的に進めるにはお
おいに役立ったはずである。おかげさまで、解
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禁時には許可を出すという約束をもらって帰国
した。1981 年、約束通り許可は届いたが、残
念ながら、ランタン・リ登山は実現しなかった
（時報 No.9、p.57-64）。かわりに、AACK は
1982 年、カンペンチンに初登頂した。
　私は 1982 年から 6年半、武庫川女子大学に
勤務した。もちろん、多くの先輩方のお世話に
よって実現したことである。クラス担任もあり、
卒業研究の指導もし、たまには就職の相談を受
けることもあった。なかには、なぜか就職活動
がうまくいかない学生さんもいる。家政学部被
服学科だから、繊維関係を扱う笹谷興業とは関
係深い分野といえる。ある時、笹谷さんに相談
すると、二つ返事で、「わかった、会社へ来る
ようにいうて」とのことであった。学生さんは
もどってきて、「あっという間に決まってしま
いました」と、キツネにつままれたというよう

な顔をしていた。後日、笹谷さんに「大丈夫で
しょうか」と聞くと、それぞれ長所を生かして
使うから心配ない、とのことでほっとした。何
人か採用していただいたが、皆、笹谷さんのも
とで、のびのびと働いたであろうことは想像に
難くない。
　小屋に寄せていただいたり、おいしいものを
ごちそうになったりもした。メールではいつ
も私の妻と娘は元気にしているかと尋ねられ
た。私の関わったことで喜んでいただいたのは、
1985 年のブータンヒマラヤ、マサ・コン峰の
初登頂くらいだろう。今回、原田 A助さんの
お手伝いをして皆さんに呼び掛けたところ、た
くさんの追悼文をいただいた。おかげさまで盛
大な追悼特集になったことで、お世話になりっ
ぱなしの私としても、少し気が楽になる。あり
がとうございました。

会員動向

会員異動

岡部岳人　自宅住所変更
根岸哲生　自宅住所変更
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編集後記

　本年 2月発行の 92 号編集後記では、新型コ
ロナ禍の早い収束を願うと書きましたが、残念
なことに先の見えない状況が続いています。皆
様お変わりなくお過ごしでしょうか。
　斎藤清明さんからは、台湾・玉山登山のお元
気な様子に加え、三角点にまつわるお話をいた
だきました。笹谷哲也さん追悼文が、原田道雄
さんの呼びかけに応えて、実に 19 編寄せられ
ました。笹谷さんの存在の大きさを強く感じま
す。
　95 号にご寄稿の方々にお礼を申し上げます
とともに、私の不手際により発行が遅くなりま
したこと皆様にお詫び申し上げます。これまで
と同様に定期発行を心がけていきますので、来
年もぜひよろしくお願いいたします。
	 横山宏太郎

松井千秋　自宅住所変更
宮坂実　勤務先（職業）変更
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